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「活動」，「参加」，「利用者主体」，「バラ
ンスのとれたリハ」，「地域包括ケア」，「効
果的・効率的」，「自助・互助・共助・公
助」，「医療・介護連携」等々のキーワー
ドにみられるように，作業療法を取り巻
く環境は激動している．
その中にあって，対象者の高齢に伴う

「重度化」は避けられない課題である．
特集を企画するにあたって「重度」の意
味について話し合った結果，人により，
場面によりばらつきがあることがわか
り，「重度」に「脳卒中者」を加え，内容
の絞り込みを行った．
本特集はリスク管理，知覚-運動アプ

ローチ，福祉用具の活用と住宅改修，多
職種連携，当事者と OT の共著，の 5
テーマでそれぞれご執筆いただいた．そ
の根底にあるものは，臨床に役立つとい
う視点と OT としての最低限の知識と
技術である．
髙橋氏らのリスク管理では，あらため

て，対象者の医学的管理の必要性を認識
させられた．藤本氏の知覚-運動アプ
ローチは，写真でその変化は一目瞭然で

あるが，文章のみの
説明では到底再現で
きない技術である．
読者は，これを入り
口としてさらなる研
鑽に励んでもらいた
い．岩谷氏らの福祉
用具と住宅改修から
は，この領域が作業
療法の専門分野であ

ることを再認識してほしい．保坂氏の多
職種連携は，「重度」のテーマに限らず，
作業療法の考えがどのような領域におい
ても活用できることを示している．私
は，氏とは反対に PDCA に基づかない
作業療法の実践者は�どこでも役立たな
い�と読めてしまった．宇田氏と S氏・
大城氏の共著は，あらためて「作業療法っ
て何？」を問題提起してくれる．病院で
の作業療法の課題が明らかになり，OT
に変革を求めているように思う．末吉氏
と中嶋氏の共著はさらに意味深い．病院
のOTにとって退院は「ゴール」である
が，当事者にとっては「スタート」であ
り，「生活を支援する」の真の意味を考え
させられた．
50 巻記念企画は，宮崎氏による「小児

（発達障害）領域における作業療法のこ
の 10 年」である．10 年でこの領域がい
かに変化したかがわかるとともに，それ
に柔軟に対応する能力が求められてい
る．やさき氏の「手のリハビリテーショ
ン」の連載は大変楽しく読んだ．しかし，
氏の技を支える知識量と質を思うと，専
門家の資質を問うているように思う．
最後に本特集を通して，やっぱり作業

療法は「素晴らしい」と思った次第である．
（中村春基）
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